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「人々のための人に」



本日の発表内容について

１ 得られた成果は何か

２ 成果につながった開発カリキュラムの特徴

３ 成果を今後どのように活かしていくのか

４ 課題研究の取組事例 ： 「自然災害と防災・減災」班



１ 得られた成果は何か

 「明確になった目指す生徒像」 と 「明らかになったカリキュラムの
有効性（報告書参照：HPに掲載）」

目指す生徒像 ＝ 自律した学習者



１ 得られた成果は何か

 「明確になった目指す生徒像」 と 「明らかになったカリキュラムの
有効性（報告書参照：HPに掲載）」

目指す生徒像 ＝ 自律した学習者



自律した学習者とは

広い視野を持って、言語運用能力や論理的思考力、

考えや価値観の異なる他者と協働する力を発揮して、

自主的自発的に課題を発見し、解決する意思と力を

備えた人物



「自律した学習者」を育てるカリキュラム

「広い視野」

「言語運用能力」

「論理的思考力」

「他者と協働する力」

「課題を発見し、解決する力」

＝＞ グローバル入門講座、グローバルキャリア教育、
グローバル英語Ⅰ・Ⅱ、国際経済 ＋各教科

＝＞ グローバル英語Ⅰ・Ⅱ＋各教科

＝＞ 課題研究、理科探究＋各教科

＝＞ 課題研究＋各教科

＝＞ 課題研究＋各教科

２ 成果につながった開発カリキュラムの特徴
構想名：「社会の変革に寄与するグローバルリーダーの育成カリキュラム」





各教科の授業改善につながる手応え
○ 論理的思考と論理的表現：三角ロジック（Stephen Edelston Toulmin）

→ アカデミックライティング

・ 知の理論（ＩＢ）との出会い ････ ＴＯＫワークショップの開催
（岡山大学と共催）（2019.2.9）

○ 課題研究の成果：「探究のプロセスは知識の構造化を促す」という手応え

○ 問いを立てる力の重要性 → 課題設定力 ＝ 問いを立てる力

○ ルーブリック評価の活用 ････ 課題研究、各教科、ＨＲでの生徒の振り返り

○ 生徒の手による様々な発表会やシンポジウムの開催

○ コア・カリキュラムとしてのカトリック・スピリット（ＣＳ）

○ アカデミックメソッドの実施

○ 様々な外部（大学・研究機関・・企業・ＮＰＯ・自治体・小中高）との連携の確立



３ 成果を今後どのように活かしていくか
＝＞ POSTＳＧＨ

基本的には、
開発したカリキュラムを改善しながら発展的に継続実施する。
特に、課題研究の充実のために次のことを行う。

① アカデミックメソッドの内容充実（各学年 年間15時間）
（中学１年生：ソーシャルスキル、中学２年生：プレゼンテーションスキル、
中学３年生：アカデミックスキル）

② グローバルキャリア教育の一部を改善し、修学旅行等も活用して
「プレ課題研究」とする。



４ 課題研究取組事例
「自然災害と防災・減災」班
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指導教員（内部人材の活用）
教員A 耐震工学が専門
教員B 活断層地形が専門

2019.4.4毎日新聞



学会参加をモチベーションに研究活動に取り組む

高校生サミット
日本活断層学会
日本地理学会 などなど







北九州市危機管理監・危機管理室
北九州市教育長・教育委員会
WASEND（早大防災教育支援会）
NPO法人 好きっちゃ北九州

里山を考える会
SAY!輪

公立高校の先生方
熊本地震の被災者の方々

様々な出会い



小学校での防災意識啓発授業



小学校での防災意識啓発授業



小学校での啓発授業



高校生が企画・運営した
「高校生地震防災シンポジウム」開催（2018.9.1）

この様子は熊本県民テレビの
夕方のニュースで放映

後援
北九州市
日本活断層学会



「第２回高校生地震防災シンポジウム」
（2019.6.15）



防災意識啓発プラン（益城町巡検）

熊本地震の被災地である益城町の現在を知る！
（三助を学ぶ体験ツアー）

自助 被災体験講話
活断層地形見学

共助 スタディツアー
仮設住宅見学
炊き出し体験

公助 町の取り組み

2019年3月17日 実施



防災意識啓発プラン（益城町巡検）
共助 スタディツアー

仮設住宅見学
炊き出し体験

３つの高校の生徒40名が参加



防災意識啓発プラン（益城町巡検）
この様子はKKT・FBSの

夕方のニュースで放映



第２回 防災意識啓発プラン（益城町巡検）

熊本地震の被災地である益城町の現在を知る！
（三助を学ぶ体験ツアー）

誘う予定の学校

県立小倉高校・県立戸畑高校・県立八幡南高校
県立小倉南高校・県立北九州高校
北九州市立高校 など

今後の予定（2019年8月6日 実施予定）



SGH指定校だからこそ 明治学園がモデルケースにならなければ・・・。

北九州市内の高校生が

交流できる機会を設定し、

協働を通して防災意識向上を目指す



現在の目標

北九州市の
地域防災力・防災意識向上への貢献

防災への取り組み＝地域づくり

明治学園の校是 「人々のための人に」
→北九州市にある学校としての責任



防災・減災への取り組み

SDGｓ

Goal４ Goal11 Goal17

に向けて取り組んでいます。

SDGs未来都市
北九州市とともに



最終発表でお疲れのところ
ご清聴頂きありがとうございました。
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